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躯
曜
、
興
味
あ
る
天
膿

魚
座
三
五
番
星

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星
囎
云

カ
シ
ナ
。
～
ア
η
星

北
　
　
極
　
　
星

牡
羊
座
γ
細

魚
　
座
　
α
　
星

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
γ
星
’

三
角
座
η
星

べ
・
ル
セ
ウ
ス
座

の
二
重
星
團

ミ
　
，
ラ
　
　
星

ペ
ル
セ
ウ
ス
θ
星

鯨
座
　
γ
　
星

ア
ル
ゴ
ー
ル
星

時
　
分
　
　
度

〇
一
一
北
八
　
二
重
星
，
六
等
（
白
）
星
定
八
等
（
紫
）
星
、
距
離
一
二
秒

〇
三
八
北
璽
　
最
大
の
渦
状
星
雲
、
楕
圓
形
、
長
経
ご
度
。
肉
眼
で
見
ゆ

。
四
四
薯
露
誰
替
四
箕
黄
）
星
朝
妻
赤
星
．
距
離
六
秒

＝
三
北
八
・
｛
擁
鉾
罐
纏
獺
の
藤
醇
転
卵
懲
篇
系
よ

西
韮
九
｛
鰍
髄
年
フ
。
あ
覧
せ
る
二
重
．
四
星
目
つ

一
モ
北
一
七
美
し
い
連
星
。
三
等
星
・
、
四
等
星
↓
距
離
ご
秒
牟

一
罪

二
　
八

一
＝
鮭

二
葉

二
三
曜

日
；
π

三
　
三

北
玉
rt；

北北
下野

南
三

北北時
圏三兇

プ
レ
ヤ
デ
ス
團
　
三
四
二
北
二
四

ハ
イ
ヤ
デ
ス
團

ア
ル
ヂ
バ
ラ
ソ
星

力
　
．
ヘ
　
ラ
　
星

サ
　
ゲ
　
ル
　
星

四
二
〇

四
茎麗

6

五
＝

南北北北
八i翼芸E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
威
の
連
星
・
三
等
ρ
萱
）
星
ざ
五
等
（
青
）
星
，
距
離
十
秒
、

鵬
期
五
＋
年
　
　
　
．

愛
ら
し
い
海
一
星
，
｝
血
等
（
昔
ハ
）
星
定
山
風
峠
等
（
青
）
星

肉
眼
に
∵
も
著
し
い
」
珍
一
物
う
二
吐
町
レ
ン
ズ
で
美
蜘
馴
。

籔
鷲
縣
瑚
醗
喉
蘇
訊
鼎
影
宣
撫
魏
．

三
重
星
、
四
等
星
一
つ
ざ
十
等
星
二
つ
Q

連
星
、
三
等
（
黄
）
星
ご
七
等
（
青
）
星
、
距
離
三
秒

血
目
型
　
的
蝕
継
飾
光
嵐
生
、
二
面
胃
か
ら
一
二
等
へ
、
翻
廻
期
、
二
日
二
一
時

｛大
散
開
星
團
Q
首
星
に
ア
ル
シ
オ
ソ
で
三
等
星
。
肉
眼
で

も
六
星
の
集
落
に
見
え
る
。
何
れ
も
青
星
。

勤臥

J
星
團
、
首
星
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
星
〇

　
一
等
星
ハ
赤
色
》
、
ハ
イ
ヤ
デ
ス
の
首
星
。

　
一
等
（
黄
）
星
、
太
陽
亡
同
種
の
星
∪

オ
リ
ナ
ン
β
星
．
一
等
（
青
）
星

園
三
園

會
養
鯉
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
　
本
　
　
生

　
自
分
が
大
阪
の
天
文
展
覧
會
の
相
談
を
受
け
六
時
に
、
天
丈

の
通
俗
化
ε
い
ふ
方
面
か
ら
考
へ
て
、
最
も
苦
心
し
☆
も
の
、

一
つ
ば
星
座
の
問
題
で
あ
っ
表
。
そ
し
て
成
る
べ
く
救
、
此
の

星
座
の
美
な
典
型
的
に
観
覧
者
の
眼
の
前
に
表
に
し
れ
い
建
考

へ
糞
O
新
城
博
士
か
ら
も
、
此
の
鮎
に
つ
い
て
、
い
ろ
く
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

助
言
な
與
へ
ら
れ
六
〇
そ
し
て
毬
に
現
ば
れ
六
の
が
、
か
の
天

も
　
ヘ
　
へ
　
も

球
大
模
型
で
あ
る
。
此
の
模
型
に
我
が
大
阪
市
の
中
央
に
立
っ

て
、
四
月
初
旬
の
夕
暮
の
空
を
表
1
1
し
れ
も
の
で
あ
る
。
丁
度

此
の
四
月
の
空
は
、
西
に
ナ
り
す
ソ
や
胱
牛
あ
れ
り
の
美
星
が

未
だ
地
干
線
に
沈
み
切
ら
す
、
東
か
ら
に
乙
女
や
牧
夫
の
好
い

形
が
今
山
の
端
二
上
っ
て
來
れ
ば
か
り
、
北
天
に
ば
北
斗
七
星

が
ヌ
ッ
ご
頭
か
上
げ
て
天
頂
に
迫
ろ
う
ぜ
す
る
ε
入
れ
代
っ
て

カ
シ
す
ベ
ア
の
可
愛
ら
し
い
姿
が
名
淺
り
惜
し
げ
に
沈
ん
で
行

く
時
で
あ
る
。
偶
然
で
は
め
つ
六
が
、
此
の
四
月
の
天
ば
、
天

に
於
け
る
所
謂
面
白
い
星
座
を
殆
ん
ご
綱
恥
し
て
る
る
こ
ざ
に

な
る
。
（
只
一
つ
無
理
を
言
へ
ば
、
我
が
國
の
人
々
に
昔
し
か
ら

特
別
に
親
し
ま
れ
て
み
る
牽
牛
織
女
の
七
夕
星
が
丁
度
、
地
下

に
あ
っ
て
、
見
え
な
い
こ
ε
が
残
念
で
あ
ろ
ば
か
り
。
）
そ
れ

に
、
も
一
つ
愉
快
な
こ
定
ば
、
恒
星
で
ば
な
い
け
れ
ご
、
我
が

太
陽
系
中
の
花
形
役
者
六
ろ
木
星
蜜
土
星
ε
が
高
く
中
天
に
懸

っ
て
み
る
こ
と
、
，
金
星
か
西
天
理
智
ば
し
て
み
る
こ
亡
で
あ

る
。

　
天
の
形
ち
は
展
覧
會
の
た
め
に
に
、
理
想
的
に
好
都
合
で
あ

る
，
此
れ
彪
何
う
し
て
模
型
に
表
に
す
か
O
ま
つ
、
星
の
光
り

に
電
燈
に
し
や
う
か
笛
穴
式
に
し
や
う
か
．
光
の
大
小
強
弱
に
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星
團
∬
三
一
號

蟹
，
形
星
雲

ナ
リ
ナ
ソ
星
雲

必
三
七
號
星
團

ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
見
出

駅
者
座
β
星

星
團
〃
三
五
號

一
　
角
獣
座

第
†
一
番
星

シ
Ψ
ウ
ス
星

カ
ス
ト
ー
ル
星

プ
ロ
シ
ナ
y
星

蟹
座
ξ
．
星

プ
レ
セ
！
。
～
團

レ
グ
ル
ス
星

獅
子
座
γ
星

海
蛇
座
星
雲

大
熊
座
M
九
七
號

大
熊
座
ξ
星

髪
座
ご
四
番
星

乙
女
座
γ
星

五置
。 ＝．

北北

善
三正

理
下
口

五
蓋

六
・
四

さ
　
日

南
試
．

北北北
豊野曼

二
念

北
七

六
四
遍
七

七
濡
三
二

儲三

｣雇
⊂）⊂⊃八

ヨニ圏£
北北北
）二〕

δ
三

二
δ

南
穴

北
野

一一

@一

l
・
北
三
二

三
三
一
北
猛

三
三
当
南

　
　
一

　
美
し
い
星
團

　
M
＝
號
。
メ
シ
ア
が
星
雲
表
製
作
な
創
意
し
☆
最
初
の
も

簸
暇
執
鶉
藪
鶴
藩
蒸
留
二
吋
で
見
れ
ば
中

　
非
常
に
美
し
い
星
團

　
弄
可
ナ
y
α
星
（
一
等
赤
星
）

　
分
光
儀
的
連
星
、
週
期
四
入
時

　
無
核
の
星
團
、
肉
眼
に
も
見
ゆ

灘
灘
難
羅
㎎
蜘

　
小
犬
座
C
星
。
距
離
十
光
年
∩
傍
に
十
三
等
の
悸
星
が
あ
る

　
多
言
一
軒
。
望
蓮
鏡
で
A
（
五
竺
寸
＞
B
（
山
ハ
脾
寺
）
C
（
哨
立
等
牛
）
の

｛
　
三
星
が
回
為
し
て
み
る
電
見
え
る
が
C
げ
更
に
一
つ
の
暗

　
星
な
件
っ
て
み
る
ら
し
い
。

｛
辞
意
羅
鯉
輩
灘
薩
射
講
㏄
肉
眼
で

　
獅
子
座
の
首
星
で
、
一
等
星
、

　
聖
書
の
美
し
い
連
星
〇
二
等
ビ
四
等
で
距
離
四
．
秒
，
週
期

｛
　
四
百
年

　
湛
星
状
星
雲
の
典
型
。
半
ば
八
等
級
で
あ
る
が
、
形
ば
木

｛
　
星
ぐ
ら
ゐ
。

　
遊
星
胱
星
雲
で
あ
る
が
構
造
複
雑
、
ロ
ス
卿
の
所
謂
「
泉
」
星
雲

　
連
星
一
で
、
H
星
け
μ
四
等
．
」
c
五
等
、
距
離
二
秒
、
掴
羅
期
山
ハ
O
年

へ
二
重
星
〇
五
等
星
ご
七
等
星
で
距
離
二
十
秒
。
色
の
コ
ン

宗
ラ
ス
ト
美
し
。

喬
羨
羅
。
星
ば
共
に
三
等
星
で
距
離
六
秒
、
週
期

如
何
に
す
る
か
、
の
星
光
の
閃
め
音
な
卜
う
し
て
見
ぜ
や
う
か

叉
、
天
全
燈
の
大
き
さ
を
幾
何
に
す
れ
ば
多
屋
敷
の
観
覧
者
に

満
足
し
て
貰
へ
る
か
。
此
等
の
三
際
問
題
ば
堀
居
舘
長
や
私
や

叉
共
に
亡
い
で
下
さ
る
方
々
の
心
配
で
あ
っ
れ
。
し
か
し
な
が

ら
案
じ
る
よ
り
も
生
む
に
限
ぎ
る
。
思
ひ
き
っ
て
や
つ
、
て
見
れ

ば
、
豫
想
以
上
．
ト
嵩
尾
よ
く
出
配
置
っ
六
の
で
、
わ
れ
な
が
ら

驚
く
り
し
れ
。
大
天
球
ば
垂
垂
か
雑
食
r
編
ん
で
、
之
れ
に
紙

な
張
っ
て
大
星
小
星
の
穴
葎
開
け
、
著
し
い
星
に
ば
せ
ラ
チ
ン

が
張
っ
て
、
ち
ら
っ
多
々
見
ゼ
距
。
一
等
星
が
＋
一
個
亡
二
等

星
が
二
干
五
山
一
個
、
こ
れ
に
は
皆
御
三
た
出
し
れ
。
三
等
ざ
四

等
冠
ば
只
大
小
の
匿
別
た
錐
の
太
さ
で
作
つ
決
の
ば
少
し
齪
暴

過
ぎ
る
か
ミ
、
始
め
懸
念
し
れ
が
、
こ
れ
も
全
く
粗
憂
で
あ
っ

索
○
星
が
い
よ
く
出
病
上
り
念
の
入
つ
☆
天
の
河
の
微
星
ま

で
も
奇
麗
に
仕
上
げ
ら
れ
て
、
さ
て
、
一
三
に
バ
ッ
ク
の
電
燈

た
鮎
じ
て
見
れ
時
の
心
持
ば
、
全
く
嬉
し
く
て
思
ば
す
拍
手
し

六
Q
す
一
、
そ
こ
に
は
す
リ
ナ
ソ
定
訳
ハ
の
「
三
つ
星
』
が
青
赤
白

の
光
ε
色
ざ
た
實
物
さ
な
が
ら
に
西
の
空
な
飾
っ
て
み
る
で
ば

な
い
か
。
其
り
左
に
に
シ
リ
ウ
ス
、
プ
ロ
シ
オ
ン
、
上
に
は
双

子
座
の
カ
ス
ト
〃
ボ
〃
ッ
〃
ス
、
右
上
に
は
カ
ペ
ラ
ε
ア
ル
デ

バ
ラ
ン
、
そ
れ
に
昂
の
宿
の
細
か
い
模
様
ま
で
、
實
に
手
に
取

る
や
う
。
金
星
が
ヌ
低
く
坤
雫
上
に
輝
い
て
み
る
。
北
天
は
蜜

見
れ
ば
北
極
星
な
不
動
の
明
星
押
し
て
、
右
に
北
斗
、
左
に
カ

シ
費
目
ペ
ア
■
宙
聾
に
北
斗
ミ
北
目
中
合
ぜ
に
「
柵
卿
子
座
仲
μ
、
レ
グ
ル
ス

星
が
太
星
や
土
星
マ
」
一
直
線
に
整
列
し
て
み
る
。
中
に
も
、
土

星
の
形
が
美
し
い
密
な
か
け
て
あ
る
の
に
、
肉
眼
で
見
て
み
る

か
ら
少
々
攣
で
あ
る
が
、
此
の
霧
合
、
吾
々
の
爾
眼
が
一
つ
“

つ
直
都
二
野
の
望
遠
鏡
だ
ε
思
っ
て
し
ま
へ
ぼ
無
理
に
な
い
。

　
新
城
博
士
ぱ
此
の
．
大
天
球
模
型
が
、
實
際
の
天
の
や
う
に
、

南
北
爾
極
を
軸
ε
し
て
回
了
す
る
や
う
に
作
れ
な
い
か
マ
＼
切

り
に
す
》
め
ら
れ
れ
。
い
か
に
も
其
の
通
婿
に
作
れ
ば
蕾
に
四
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狸
犬
座
ρ
星

大
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座
ξ
星

ス
　
ビ
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運
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團
M
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ア
ル
ク
ト
ウ
ル
ス
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ア
ル
フ
ァ
・
セ
　
ン

タ
ウ
リ
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牧
夫
座
ε
星

牧
夫
座
ξ
星

星
團
H
五
悪

北
冠
座
冠
星

ア
ン
タ
レ
ス
星

（　

泣
N
レ
ス
山
協
膜
ρ
㌧
昆
邑

（
ル
ク
y
ス
星
團

ヘ
ル
レ
ス
座
α
星

ヴ龍星馬
工座円理
　　Mが星入星

星雲號雲

琴
　
座
　
ε
　
千

三
垂

三
三

三
三

一二

O
甲

西
ご

西
茜

西
四

茜
四
八

蓋
蓋

一
六
三

一六

ｧ
目
三
九

北
官

立
コ

北
そ

里
謡
〇

北北北南
　　　邑二お

些
西

南
二
六

八八七八七六六三－　　 誠一　 一昆三三
就〇九六一九几北北南南北北北
莞宅滅芸西毛毫

一
ハ
四
ゴ
北
三
九

｛
嘘
鐸
暗
明
膿
護
艦
聾
あ
欝
畢
鍵
催
．

あ
ら
ゆ
る
意
味
で
二
重
星
の
妊
標
本
で
あ
る
。
即
ち
距
離

へ十
一
分
の
所
に
ア
ル
コ
ー
ア
星
（
五
等
）
が
見
え
る
か
ら
肉

眼
的
に
も
二
重
星
で
あ
り
，
次
に
十
四
秒
の
距
離
に
四
等

星
か
あ
る
か
ら
望
遠
鎭
的
に
も
二
重
星
。
そ
れ
か
ら
ぜ
ケ

リ
ソ
グ
の
登
見
に
よ
リ
首
星
は
分
光
器
的
連
星
で
其
の
週

期
二
〇
日
十
四
時
、

無
難
三
選
懲
総
圃
巽

牧
夫
座
像
星
、
色
ば
…
僅
○
毎
年
の
固
有
運
動
一
一
秒
餓
。

｛
難
聴
禁
曉
簑
距
融
光
年
。
但
し
某
内
地

三
等
星
定
六
等
星
こ
の
連
星
、
距
離
三
秒
。

美
し
い
蓮
星
Q
四
等
（
黄
）
星
ざ
六
等
親
紫
）
星
で
距
離
二
秒

球
状
三
囲
。
中
に
攣
光
星
が
多
い
○

恒明

ｯ
。
山
ハ
等
（
黄
）
星
ご
・
七
趣
守
（
出
獄
）
C
星
距
離
四
」
秒
。

｛赤
色
｝
等
星
で
蜴
座
α
青
し
三
秒
の
距
離
に
七
等
の
線
番

が
あ
る
。
層

｛
獣
誰
垂
柳
高
箒
譲
叢
認
六
等
（
虫
円
星

球
状
星
團
り
見
事
な
典
型
、
肉
眼
で
も
か
す
か
に
見
え
る
・

｛
墾
喫
壕
二
等
．
男
色
）
星
ε
六
事
円
）
星
ぜ
で
距

｛彫

y
見
て
藷
形
．
、
も
謬
・
、
見
え
る
。
姦
墨
で

美
し
い
星
々
の
密
集
。
中
に
星
雲
も
あ
ろ
Q

青
色
の
遊
星
状
星
雲
。
此
れ
ば
黄
道
の
北
梅
に
近
い
。

醜
勤
繍
壕
羅
講
藁
座
α
星
。
永
素
馨
っ
☆

｛有
名
な
二
重
連
星
。
角
距
離
三
分
の
内
眼
双
秒
が
何
れ
も

叉
別
々
に
連
星
系
で
．
其
距
離
は
二
秒
乃
至
三
秒
で
あ
る

月
の
夕
暮
ぽ
か
り
で
な
く
、
五
月
で
も
入
月
で
も
、
　
一
年
中
の

天
か
表
ほ
す
・
、
定
が
出
來
る
の
で
あ
る
が
．
、
獲
，
念
な
が
ら
、
短

蒔
肥
の
急
こ
し
ら
へ
ε
し
て
は
思
ふ
疽
り
の
工
事
が
不
可
能
で

あ
っ
れ
○
模
型
だ
か
ら
こ
そ
、
一
旦
作
つ
☆
夕
暮
の
空
に
、
何

時
ま
で
も
夕
暮
で
あ
る
が
、
三
際
の
天
に
、
地
球
が
自
韓
す
る

結
果
ε
し
て
、
刻
々
に
噺
し
い
星
座
が
東
か
ら
現
ば
れ
て
、
古

い
の
．
げ
【
西
へ
切
伐
し
て
行
く
O
可
児
に
野
天
に
は
夕
暮
に
見
六
天
の

星
が
殆
ん
ご
全
曳
交
代
す
お
の
で
あ
る
。
此
れ
な
全
都
、
模
型

で
表
ば
ぜ
な
い
か
ら
、
止
む
た
得
す
、
星
座
の
名
だ
け
た
全
郡

表
に
ま
ε
め
て
陳
列
し
六
Q
此
れ
の
つ
い
で
に
、
・
数
多
い
星
座

の
中
で
、
最
も
馴
染
深
い
星
座
三
つ
、
即
ち
大
熊
座
ε
獅
子
座

ε
ナ
リ
ナ
ソ
座
に
、
星
の
配
置
亡
星
座
名
の
因
っ
て
來
糞
槍
書

定
な
重
れ
寒
い
て
三
赦
陳
列
し
れ
O
此
等
1
1
皆
，
興
し
の
ギ
リ

シ
ャ
人
等
の
想
像
り
産
物
で
あ
る
。
獅
子
の
形
ほ
ま
つ
好
い
ε

す
る
も
、
仁
熊
や
ナ
リ
オ
ン
の
形
に
つ
い
て
は
ギ
リ
シ
．
ヤ
人
に

抗
議
葎
申
込
み
た
い
心
持
の
人
も
少
な
く
は
な
か
ろ
う
O
し
か

し
星
座
に
理
窟
で
な
い
。
理
智
の
剣
闘
な
超
越
し
て
、
星
な
直

接
に
藝
術
化
し
六
ぜ
こ
ろ
に
彼
轡
ギ
リ
シ
ャ
人
の
天
白
の
ひ
ら

め
き
が
あ
り
、
叉
，
、
二
千
年
後
の
今
日
に
も
、
尚
回
し
ピ
同
じ

心
を
以
っ
て
此
の
形
割
譲
に
し
め
る
藝
術
の
永
久
性
が
あ
る
の

で
あ
ろ
℃

　
同
じ
星
を
見
て
も
、
之
れ
に
情
味
恥
輿
へ
な
か
っ
た
支
那
入

も
、
理
智
的
が
面
か
ら
多
く
の
「
星
宿
」
な
目
明
し
れ
。
其
の
中

で
最
も
有
名
な
の
ば
例
の
黄
道
こ
十
八
宿
で
あ
る
〇
二
十
八
宿

の
起
原
ば
古
い
、
そ
し
て
之
れ
ば
大
昔
し
か
ら
漸
進
的
に
組
織

化
さ
れ
て
適
当
の
で
あ
る
順
序
が
、
室
の
東
壁
に
圖
解
し
て
あ

る
。恒

星
界
1
ー
メ
ン
バ
ー
が
多
い
だ
け
、
そ
れ
だ
け
問
題
も
事
件

も
多
い
。
此
等
の
概
略
な
見
ぜ
う
だ
け
で
も
容
易
で
な
い
が
、
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琴
　
座
β
星

琴
座
輪
状
星
雲

白
鳥
座
β
星

ア
ル
タ
ィ
ー
〃
星

山
羊
座
α
星

暦
隊
座
γ
星

白
鳥
座
山
ハ
一
見
星

白
鳥
座
μ
星

水
瓶
．
座
ξ
星

セ
フ
言
ス
座
δ
星

カ
ジ
ォ
ペ
ァ
座
ρ
星

穴
四
七

X
互

充
ニ
ハ

充
四
七

一
δ
一
四

ご
〇
四
三

三
　
堂

三
塑

一
三
二
臨

一
三
ニ
ハ

一
三
薮 」ヒ　翻ヒ　　斗ヒ　　iヒ

九夫　≡…量
南
玄

北
一
六

「
北
三
八

南 翻ヒ

．元

北
乗

北
蓋

｛
趨
鶏
叢
。
二
士
亘
蒔
間
に
三
筆
か
、
四

｛
舘
懲
礎
開
白
即
詰
雛
艇
轟
が
や
萌
。
輪

美
し
い
二
」
重
星
、
色
は
黄
ご
青
、
距
離
に
三
十
四
秒
目

七
夕
の
牽
牛
星
．
四
洋
で
は
鷲
座
の
〃
星
、
距
離
十
四
光
年

こ
、
れ
・
も
一
一
重
…
の
二
粛
星
、
肉
眼
的
に
↓
ハ
分
だ
け
離
れ
唐
日
生

｛が
望
黒
蓋
で
は
更
に
二
つ
づ
」
の
星
に
分
れ
て
見
え
る

ご
重
星
、
四
等
ハ
黄
）
星
ざ
五
等
（
青
）
星
ミ
で
、
距
離
十
噌
秒

五
等
ぐ
」
六
等
の
二
重
星
。
ベ
ッ
セ
ル
が
星
の
光
年
熱
測
っ

｛た
最
初
の
星
で
．
入
光
年
の
距
離
に
あ
る
。

連
星
、
四
等
ご
五
等
で
、
距
離
二
秒
牟
。

有
名
な
二
重
星
、
共
に
四
等
、
距
離
三
秒
Q

典
型
的
墜
光
星
。
週
期
五
日
八
時
四
八
分
間
に
三
等
串
か

｛ら
署
等
ま
で
攣
．
光
す
る
。

ご
重
星
〇
五
等
（
白
）
星
芝
七
等
（
膏
）
星
、
距
離
三
秒
。

最
大
江
差
星
の
表

順
番
　
星

名

ぜ爽
覗

〇九八七六五悶三二ー

エコプ鯨ビ蛇シラバ吟

醸製墓
門・；六ス＝腰
台お星団6番星金星星

三八一四六五一入九一

圭
光

主
赤
．
墨
赤

O
毛
六

〇
。
五
〇

〇
●
四
一

〇
●
疑

O
O
三
六

〇
。
騒

O
●
三
三

〇
・
一
三

〇
・
三
二

〇
亙
三

一
年

四
三
ユ

六
義

八
●
一

八
蓋

九
五

九
●
三

九
●
九

お
・
二

δ
・
二

お
主

　　　　晶　一＿・一時
三訂．七一〇七式〇七四

混諮琶お巴題勤

南南北幸南南南北県南［

謹五蓋美蕊四杏。瞬

此
所
に
ほ
通
俗
な
旨
ビ
し
て
、
分
り
易
い
面
白
い
・
事
實
奄
若
干

列
べ
る
に
留
め
れ
O
實
な
言
へ
ば
、
現
今
の
二
十
階
高
の
天
丈

學
ば
，
殆
ん
ご
全
く
恒
星
の
二
丈
學
定
言
っ
て
も
差
支
（
な
い

ほ
こ
、
恒
星
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
ろ
。
從
っ
て
肝
管
に
於
け
る

最
新
の
興
味
あ
る
前
廊
は
、
此
の
恒
星
界
に
此
限
リ
な
く
あ
る

の
で
あ
る
が
。
會
の
目
的
ミ
ス
ベ
ー
ス
の
都
合
に
よ
の
．
て
殆
ん

ご
全
部
な
割
愛
ぜ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
つ
六
〇

　
恒
星
界
の
珍
現
象
ミ
し
て
、
連
星
の
標
本
に
ア
〃
フ
ア
セ
ン

タ
ウ
リ
星
の
軌
道
毎
回
き
、
叉
攣
光
星
の
代
表
建
し
て
二
三
の

光
度
曲
線
ミ
．
薪
星
の
黒
表
電
ご
秘
出
し
六
〇
特
に
此
の
ア
〃

フ
ア
。
セ
ン
タ
ウ
リ
ば
連
星
ぜ
し
て
有
名
で
あ
る
ば
か
弓
で
な

く
、
我
が
太
陽
系
に
最
近
距
離
の
恒
星
だ
と
い
ふ
の
で
総
て
の

人
に
知
ら
れ
て
み
る
。
ロ
ぐ
、
へ
に
も
三
三
な
こ
ピ
ば
此
の
星
が

飴
り
南
極
に
近
い
れ
め
に
、
我
が
天
球
大
模
型
の
中
に
表
に
せ

な
か
つ
れ
こ
オ
で
あ
る
。
強
い
て
見
た
け
れ
ば
吾
々
に
毫
轡
島

ま
で
出
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
恒
星
は
其
の
名
の
如
く
光
も
位
置
5
一
定
不
攣
で
、
永
久
に

天
球
上
の
定
位
置
准
去
ら
な
い
も
の
だ
ε
、
昔
し
の
人
1
1
考
へ

れ
も
の
で
あ
る
け
れ
ご
、
近
代
の
大
望
蓮
鏡
ば
此
の
範
躊
を
破

っ
て
、
恒
星
に
も
固
有
運
動
の
あ
ろ
こ
ミ
な
知
ろ
や
う
に
な
つ

れ
。
此
の
固
有
加
工
の
中
で
、
特
に
或
る
千
々
ば
仲
の
よ
い
並

行
運
動
た
や
つ
ザ
、
み
る
も
の
が
珍
ら
し
く
無
い
。
，
例
（
ぼ
北
斗

七
星
中
の
中
央
五
星
に
群
賊
つ
れ
歩
調
で
動
い
て
み
る
し
、
叉

牡
牛
座
中
の
ハ
イ
ヤ
デ
ス
團
ば
ナ
り
す
ソ
の
棍
棒
目
掛
け
て
集

中
的
に
蓮
動
し
て
み
る
。
何
れ
其
の
目
的
地
に
到
達
す
ろ
の
は

幾
億
萬
年
の
蓮
い
將
來
で
あ
ら
う
が
、
一
年
重
湯
ミ
い
ふ
僅
か

な
遽
力
も
、
高
め
て
圖
に
し
て
見
れ
ば
…
つ
の
圖
案
に
な
る
か

ら
面
白
い
。

　
恒
星
界
に
於
け
ろ
昔
か
ら
の
驚
異
の
一
つ
は
天
の
河
其
も
の


